
第4期中期計画・中期目標期間

2023年度

2024年度

SDGs達成に貢献する
研究プロジェクトの推進

全学的・全県的なSDGs研究の推進

SDGs社会課題解決型研究プロジェクトの新規
公募・支援

産学連携協定による
SDGs研究プロジェクトの推進

SDGsシンポジウムの開催（第5回）

SDGs研究WGランチセミナー
（定期開催）

琉球大学SDGs研究プロジェクトの新規公募・支援7〜8件程度

沖縄県との連携による
社会解決型研究プロジェクトの推進

沖縄県試験的科学技術プロジェクトの新規公募・支援5件程度
• 可能性検討・小規模実証・ステークホルダーとの連携による研究
拡大レベル

SDGsシンポジウムの開催

②−２（共同研究の推進）

①−１（シンポジウムの開催）

②−１（研究PJの実施）

②−３
（地域貢献活動
とSDGsとの関連
性）

③−１（研究PJの成果の発信）

②−２
（共同研究の推進）

SDGs研究部門ランチセミナー
（不定期開催）

産学連携協定による
SDGs研究プロジェクトの推進

SDGs研究部門の2024年度の予定 → 基本的に2023年度
の活動を維持する

FoodXプロジェクト

沖縄県との連携による
社会解決型研究プロジェクトの推進

②−２（共同研究の推進）

②−３
（地域貢献活動
とSDGsとの関連
性）

第
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中
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産学官連携によるSDGs研究プロジェクトの推進

食資源循環による「美ら島」実現プロジェクト
琉球大学長期ビジョン「地域とともに豊かな未来社会をデザインする大学」を具現化するため，
研究推進機構の共創拠点運営部門内に「地域共創PJチーム」を設置。本PJチームでは，産官学
連携によるSDGs研究プロジェクトである『食資源循環による「美ら島」実現プロジェクト（通
称FoodXプロジェクト）』を推進。現在は、環境と調和した生活・農業の循環型システムで地
域課題の解決を目指し竹富町と連携していくこととしている。
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研究×SDGｓランチセミナー
本年度は教育学と社会科学分野の研究に焦点を当て、ランチセミナー
を2回実施しました。

岡花祈一郎先生 ：教師のアイデンティティを
「ファイシリテーター+トランスミッター」から
「教師+研究者+コーチ+カリキュラム開発+ゲートキーパー+仲介者」へ

藤田陽子先生 ：島嶼研究への新たなアプローチ
環境の経済的価値評価手法としての仮想評価法(CVM)
「沖縄特有の島嶼性」を政策へどう戦略的に組み込むか？

参加者より
・「教師の教師」というアイデ
ンティティが分野横断的に広ま
ればよい
・研究者と教育者のどちらに重
きを置くか?!他学部の話も聞け
てよかった
・「良い先生を育てることが、
未来の子供達を育てより良い社
会をつくることにつながる」が
心に刺さった

参加者より

・社会科学の研究に触れ
る機会がなかったのでア
ンケートの評価方法を聞
いて試してみたくなった
・実際の経済学の手法が
聞けて面白かった
・人々の意識や価値観を
定量化するという試みは、
これから求められる多様
性を政策へ反映する上で
非常に重要な研究だと感
じた

SDGs達成に貢献する研究プロジェクトの推進
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関連するSDG番号を併記

SDGsの観点から10テーマをピックアップして展示

SDGsに関する研究をオープンキャンパスで紹介（琉大100人論文とのコラボ）

見学者数110名以上
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沖縄県との連携による社会解決型研究プロジェクトの推進
琉球大学 SDGs研究プロジェクト
令和6年度は18件の応募の中から８件の研究プロジェクトを採択しました。

【参考】試験的科学技術プロジェクト（沖縄県事業）採択ＰＪ（R6)
◆子どもの体験格差解消を実現する沖縄型ネットワーク・エコシステム構築
（域連携推進機構 福本 晃造 准教授）
◆マイナー診療科における遠隔診療の実施可能性の試験的検証
（医学部 内海 大介 特命講師）
◆三線文化を継承する棹の代替木材の音響評価
（農学部 谷口 真吾 教授）

【参考】琉球大学SDGs社会課題解決研究プロジェクト
18件応募8件採択（2023年度 30件応募8件採択)

沖縄県事業 科学技術プロジェクト
沖縄県事業のSDGs関連プロジェクトとも連携しながら，
社会実装の取り組みを支援する。

部局 プロジェクト名 関連するSDGs

医学部 沖縄県の医療的ケア児が地域の学校で共に学ぶことを支える看護職育成を目指して 4・10・11 

医学研究科 医工連携による骨盤底筋収縮を促す言葉のデザイン開発 ~より効果的な骨盤底筋トレー
ニングの普及を目指して~ 3

教育学研究科 「共生社会の実現」に向けた「貧困や障害等の影響を受ける多様な子ども」への支援
体制の構築と地域社会との連携・協働による教育・支援アプローチ 4・1・10 

教育学研究科 視覚障害を持つ児童生徒を対象にした生成系AIを活用した情報活用能力の育成と学習
支援AIエージェントの開発 4・10 

工学部 シロアリの消化システムを利用した未利用植物資源の高循環と新素材開発 9・12・13 

熱帯生物圏研究センター 天然由来の免疫賦活剤を活用した新たな魚病対策技術の開発 2・14・9 

農学部 ZEAL(Zero Emission Agriculture and livestock)II:大学農場のゼロミッションに向けた再エネ
利用とスマート農業技術の開発 7・9・4 

理学部 「大気海洋科学」×「農業経営」で窒素肥料量を最適化するスマートアグリの開発 2・12・14 
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SDGs達成に貢献する研究プロジェクトの推進

SDGsシンポジウム
昨年度までは，研究成果を活かした社会課題解決の取り組みや，学
生の取り組みなどを紹介。
今年度は，大学としての研究面のインパクトをより意識する。
SDGs各ゴールに関連する研究成果の国際発信の状況を分析し，イ
ンパクトの増加に繋がるようなセミナーを企画する。
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(参考)昨年度チラシ




